
対象年
次

授業科目の到達目標

【 教育目標１ 】
専門的な数学の
基礎学力と 応用
力を 養成し ま
す。

【 教育目標２ 】
論理的思考力お
よ び表現力を 養
います。

【 教育目標３ 】
も のごと を じ っ
く り 考える 力
と 、 分かる まで
突き 詰めて考え
る こ と ができ る
能力を 養成し ま
す。

2 確率・ 統計基礎

主な統計の手法を身につける

◎ ◎ ◎

1 解析概論Ａ

微分積分学の基本事項を理解する。

◎ ◎ ◎

1 解析概論Ｂ

微分積分学の基本事項を理解する。

◎ ◎ ◎

2 解析概論Ｃ

多変数関数の微積分の諸定理を理解し 、 応用でき るよう になるこ と 。

◎ ◎ ◎

1 線形代数学Ａ

現代数学の記述に必要な基礎的概念を理解する。 線形代数の入門的内容である、 行列の演算、 線形
写像、 連立方程式について理解する。

◎ ◎ ◎

1 線形代数学Ｂ

線形代数の入門的内容である、 行列式、 ベク ト ル空間の概念の理解

◎ ◎ ◎

2 線形代数学Ｃ

抽象的な概念を用いて線形代数学を理解するこ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

1 力学基礎

力学の考え方と 手法を学ぶこ と で、 自然現象を定量的に分析する方法に触れるこ と を目標と し ま
す。 具体的な目標は以下のと おり です。
1. 質点の運動を解く ための考え方を理解するこ と 。
2. 力学的エネルギーの保存則を理解するこ と 。

○ ○ ○

1 電磁気学基礎

電磁気学の基礎を理解する。

○ ○ ○

理学部数学科　 カ リ キュ ラ ムマッ プ

【 養成人材】 理学部においては、 数理、 素粒子から 物質、 宇宙、 生命まで、 自然界のあら ゆる現象について、 その仕組みを理解し 、 原理・ 法則性の探求を目指す学問分野と し て、 幅広い
教養と と も に専門性に根ざし た理学の基礎を修得し 、 広い視野から も のごと をと ら え、 自ら 課題を探求・ 発見・ 解決でき る能力を備え、 社会と 時代と を支えリ ード でき る創造性に富んだ
人材の育成を教育研究上の目的と する。
 
　 数学科は、 発展し 変化する自然及び社会の数理現象について、 基本原理及び基本構造を明ら かにするこ と を目指し 、 解析学・ 代数学・ 幾何学など数学の基礎学力及び数理的センス及び
論理的思考力を修得するこ と 、 自然及び社会における数理現象を認識し 解明するための応用力を身につけるこ と 、 教育及び情報処理などの社会の諸分野で活躍でき る準備を整えるこ と 並
びに大学院進学後に最先端の研究に寄与でき る能力を養う こ と を目的と する。

　 物理学科は、 素粒子・ 原子核及び超伝導・ 磁性などの性質から 、 宇宙の構造及び進化まで、 あら ゆる自然現象について、 その背後に潜む物理法則について学ぶ。 そのため、 単なる断片
的知識の集積でなく 、 常に基本に戻り 様々な視点から 考える態度を養う こ と を目指し 、 根本的・ 統一的に理解する物理学の基本を身につけると と も に、 それら が身の回り にどのよう に生
かさ れているかを理解するこ と により 、 社会における「 物理学」 の重要性を認識し た、 広い視野をも つ社会人を育成するこ と を目的と する。

　 基礎化学科は、 「 物質と は何か」 について理学的視点から 教育及び研究を行う こ と により 、 現代の化学を総合的に理解するための基礎知識を持ち、 化学の研究者・ 教育者・ 技術者又は
その周辺の科学を専攻する者に必要な基礎技術を修め、 さ ら に、 自然科学における「 化学」 の役割を理解し 、 社会における重要性を認識し た、 広い視野をも つ社会人を育成するこ と を目
的と する。

　 分子生物学科は、 遺伝情報の中心原理（  セント ラ ルド グマ）  に基づく 遺伝子発現のし く み並びに生体分子の働き 並びに細胞・ 個体の生命活動を、 生化学並びにゲノ ムサイ エンスをふ
まえて教育・ 研究する。 こ れにより 生命現象を分子レベルで理解するための研究手法及び考え方を修得さ せ、 将来、 教育・ 研究分野の専門職を含め、 生命及び環境に対する広い視野及び
教養をも っ て社会に貢献でき る人材を養成するこ と を目的と する。

　 生体制御学科は、 ヒ ト を含めた生物に特有の生命の維持に不可欠な制御機構を、 遺伝子、 細胞、 組織・ 器官、 個体の各レベルにおいて解明するための研究及び教育を進めており 、 こ の
活動を通し て、 生物学における幅広い知識と 素養を身につけ、 基礎生物学及び医学、 薬学、 農学、 水産学などの応用生命科学において独創性を有する研究者、 高い専門性を持つ高度職業
人など、 生命科学の多方面で活躍し う る人材の育成を目的と する。
 【 学位授与の方針】 理学部では、 所定の教育課程を修め、 以下の知識を修得し 、 求めら れる能力を獲得し たも のに学士（ 理学） の学位を授与する。

 （ １ ） 自然科学分野における十分な知識と 思考力
・ 自然科学の基幹領域（ 数学・ 物理学・ 化学・ 生物学・ 地学など） に関する基礎知識
・ 自然科学の専門領域（ 数学、 物理学、 基礎化学、 分子生物学、 生体制御学） に関する専門知識

 （ ２ ） 人文科学、 社会科学の様々な学問分野に関する幅広い基本的理解と 現代テク ノ ロジーに関する基本的理解
・ 人文科学の基幹領域（ 哲学・ 歴史学・ 文学など） に関する基本的理解
・ 社会科学の基幹領域（ 法学・ 政治学・ 経済学など） に関する基本的理解
・ 現代テク ノ ロジーに関する基本的理解

 （ ３ ） 主と し て「 知識を活用でき る汎用的な能力の修得」 に関わる内容
・ 国内外の人々と 的確に意思疎通でき るコ ミ ュ ニケーショ ン能力の育成
・ 情報機器に関する基本的理解

 （ ４ ） 主と し て「 理学部における人材養成の目的に合致し た資質と 能力」 に関わる内容
・ 健康な社会生活を送るために必要な基本知識の理解
・ 専門知識を職業に生かす能力



1 力学Ⅰ

ニュ ート ンの運動法則から 出発し て、 粒子の運動をテーマにし て力学の基礎を学ぶ。 こ れを通し
て、 現象を帰納し 、 そこ から 導いた法則を演繹すると いう 作業の意味を理解する。 また、 こ の作業
に必要な言語と し ての数学の「 話し 方、 記述の仕方」 を習得する。 ◎ ◎ ◎

1 電磁気学Ⅰ

力学と 並んで古典物理学の柱である電磁気学を体系的に学ぶ。 電磁気と いう と まずク ーロンの法則
やオームの法則を思い出すだろ う が， こ れら は電磁気学の基本法則ではない。 高校でも 学んだク ー
ロンの法則から 話を始め， 電磁場を支配する基本法則である真空中のマッ ク スウエルの方程式を理
解し ， 簡単な問題に応用するこ と までを目標と する。

◎ ◎ ◎

1 化学基礎

物質と そのつながり を探究し ， 新し い物質を創り だす分野である化学の概要を理解するこ と です。

○ ○ ○

1 物理化学Ⅰ

原子・ 分子の構造を知るこ と は化学全体の基礎と し て重要である． 原子・ 分子の構造を研究するた
めに必要な量子力学の基本事項を理解し ， そのう えで原子や分子の構造に関係する諸問題を学ぶ．

◎ ◎ ◎

1 無機化学Ⅰ

大学で学ぶ化学、 特に無機化学と はどう いう も のか－その深さ と 広がり －をつかみ、 適切な教科書
と 講義により 、 下記の授業内容を理解し 、 応用でき るこ と 。 さ ら に、 将来的に無機化学を自律的に
学ぶ方法を身につける。 無機化学的知識の断片の記憶ではなく 、 知識の間を論理でつなぐ こ と がで
き るよう に、 また未知・ 未修のこ と が合理的に推測・ 判断でき るよう になるこ と 。 特に、 高校では
未修の量子化学的な概念に慣れるこ と 。

◎ ◎ ◎

1 有機化学Ⅰ

まず化合物中の炭素の混成軌道の考え方を理解し ， それを窒素， 酸素の混成軌道へと 拡張する。 次
にこ の考え方に基づいて有機化合物の立体的な構造や反応性について理解するこ と 。

◎ ◎ ◎

1 生物学基礎

（ １ ） 生命の歴史、 生命の普遍性と 多様性について理解する。 （ ２ ） 分子生物学の基本と なる遺伝
子DNAの複製、 遺伝情報の流れ（ 転写、 翻訳、 発現調節） を理解する。 （ ３ ） 細胞の構造と 機能につ
いて、 生体分子と 関連さ せて理解する。 （ ３ ） 細胞の構造と 機能について、 生体分子と 関連さ せて
理解する。 （ ５ ） 生物と 環境の関わり 及び生命倫理について理解する。

○ ○ ○

1 基礎生化学

生物と 生命現象を主に分子レベルの働き と し て理解でき る。 生命科学に関する最近の話題と 日常生
活の関わり についても 紹介するので、 最近の生命科学の動向が理解でき る。

○ ○ ○

1 基礎分子生物学

分子生物学科2年次以上の講義内容の理解に必要と なる分子遺伝学的な考え方をき ちんと 理解するこ
と を目標と する。

○ ○ ○

1 基礎細胞生物学

細胞の進化、 構造、 機能の概略を理解する。 人の健康についての知識をも 得て、 将来の生活にも 役
立てら れる。

○ ○ ○

1 基礎生体適応学

動物・ 植物の生理・ 形態・ 生態に関する知見を中心に、 生物学の基礎を理解するこ と 。

○ ○ ○

1 基礎生体機能学

ヒ ト をはじ めと する動物は多細胞から でき ている。 様々な細胞の間また、 細胞内では分子による情
報のやり 取り が行われており 、 大き な役割を果たす。 前半では、 分子を基礎に細胞内・ 細胞間シグ
ナル伝達系を学習し 、 動物の情報処理システムと し て、 感覚器および神経系の仕組みを解説する。
後半では、 主要な生体構成分子の構造と 機能、 および細胞と 組織の仕組みを解説する。

○ ○ ○

1 基礎生体情報制御学

生物の一員である私たち自身の身体の構造と 機能について理解でき るこ と 。
・ 解剖学（ 形態学） では身体の構造について、 また生理学（ 機能学） では機能について学び、 構造
と 機能が切り 離すこ と のでき ない密接な関係を持つこ と を理解する。
・ 内臓学では生命の神秘と 不思議さ について、 運動器学では他の動物と の比較を通し てヒ ト が人た
る所以を考察する。

○ ○ ○

1 理工学と 現代社会

自ら の専門分野だけでなく 周辺分野にも 目を広げるこ と で幅広い基礎知識を習得するこ と に加え
て、 異分野の多様な考え方を学び将来を担う 理工系人材と し ての柔軟な発想を身につけるこ と 。 ま
た、 理工学の社会的重要性を理解し 、 各学科の専門科目を積極的に学習するための動機付けになる
こ と 。

○ ○ ○

1 現代物理学の展開

素粒子物理学、 原子核物理学、 宇宙物理学、 物性物理学の分野において探求し ている物理現象への
理解と その先端研究の一端に触れるこ と 。

○ ○ ○

2 地学概論

こ の授業は、 理科教職のための基礎と し て「 地学」 分野の基礎を講義する。 現在、 高校ではほと ん
ど「 地学」 を履修する機会がないと 思われるので、 講義内容の多く はそのレベルになら ざるを得な
いが、 それに留まるこ と なく 、 でき る限り 「 なぜそう なるのか？」 を考えるよう な講義にし ていき
たいと 考えている。

○ ○ ○

2 基礎物理学実験A、 B、 C

1) 物理の基礎的な計測知識・ 実験実施上のノ ウハウ・ データ 処理等について理解する。
2) 実験データ を基に、 その現象について考察でき る。
3) 実験データ を基に、 その現象について考察でき る。 ○ ○ ○

2 化学実験A、 B

1)試薬や実験器具の取り 扱い方などの基本操作が身につく よう になるこ と 。
2)実験の背景にある化学の基礎理論を理解し た上で、 創造性のあるレポート を書けるよう になるこ
と 。 ○ ○ ○

3 生物学実験A、 B

生物の働き と 構造、 遺伝子の構造と 働き の概要を理解する。

○ ○ ○



3 地学実験

地球科学の基本的な研究過程の実践を通じ て、 自然現象のし く みを体験的に理解し 、 研究の発想や
方法を学ぶこ と を目的と する。

○ ○ ○

1 科学史

科学史上の著名人たちの仕事の一端に触れるこ と で、 彼ら の業績と 当時の社会的文脈や哲学上の議
論と の繋がり について一定の理解を得る。

○ ○ ○

1 科学哲学

科学哲学の基礎知識と 議論の仕方を身につけるこ と を目標と し ます。 特に、 こ れまで科学哲学上ど
のよう な論争があっ たか、 正確に理解するこ と を基本と し ます。 それを通じ て、 科学と いう 活動を
俯瞰的に捉え、 論理的に分析する視点を養います。 ○ ○ ○

1 入門セミ ナー

広く 全理数系科目（ 数学・ 物理・ 生物・ 化学） の基礎知識を身につけ、 グループ形式による自主的
活動を通し て、 自ら 進んで知識を深化さ せる意欲を高め、 さ ら に、 得ら れた知識を整理し て他者に
わかり やすく 伝えるこ と ができ るよう にする。 ○ ○ ○

1 基礎セミ ナー

将来、 大学院博士課程へ進学し 、 さ ら に研究者と し て活動する基礎と なる自然科学全般の知識と 分
析能力の育成を目指す。 与えら れた課題の背景を理解し 、 問題を自分で見つけ出し 、 設定し 、 さ ら
に解決する能力やプレゼンテーショ ン能力、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力を養う 。 ○ ○ ○

1 アウト リ ーチ活動Ⅰ

学外への広報活動を通じ て、 学ぶこ と の意味を考える。

○ ○ ○

1 アウト リ ーチ活動Ⅱ

学外への広報活動を通じ て、 学ぶこ と の意味を考える。

○ ○ ○

2 イ ンタ ーンシッ プ

就業体験を通し て、 自身の将来について考える。

○ ○ ○

1 解析概論Ａ 演習

解析概論Aで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

1 解析概論Ｂ 演習

解析概論Bで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

1 線形代数学Ａ 演習

線形代数学Aで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

1 線形代数学Ｂ 演習

線形代数学Bで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

1 現代数学演習

少人数形式の授業を通し て、 教科書の読み方、 発表の仕方など勉強の基本を学ぶ。

◎ ◎ ◎

2 解析概論Ｄ

多変数関数の微積分の諸定理を理解し 、 応用でき るよう になるこ と 。

◎ ◎ ◎

2 線形代数学Ｄ

線形空間上の線形変換に関する理論的な取扱いに習熟し 、 ジョ ルダン標準形に関する理論を修得す
るこ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

2 集合と 位相入門

集合論、 距離空間の基本事項を理解する。

◎ ◎ ◎

2 代数学入門

特に群と いう 代数的な概念に焦点を絞っ て， 基本的事項と と も に代数的に数学的事象を捉える習慣
を身に付けるこ と を目標と する

◎ ◎ ◎

2 解析学序論

微分方程式の基本事項を学ぶ。

◎ ◎ ◎

2 幾何学序論

曲線、 曲面に関する基本事項を、 微分幾何学的な考察により 理解する。

◎ ◎ ◎



2 複素関数論序論

複素関数論の入門的内容を理解する。

◎ ◎ ◎

2 集合と 位相

位相空間論の基本事項を理解する。

◎ ◎ ◎

2 解析概論Ｃ 演習

解析概論Cで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

2 解析概論Ｄ 演習

解析概論Dで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

2 線形代数学Ｃ 演習

線形代数学Cで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

2 線形代数学Ｄ 演習

線形代数学Dで学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

2 集合と 位相入門演習

集合と 位相入門で学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

2 計算機概論Ⅰ

1. プログラ ミ ングを通し てコ ンピュ ータ ーの使い方を学ぶと と も に論理的思考能力を養う 。
2. プログラ ミ ングに不可欠な計算アルゴリ ズムを学ぶ。
3. 数式を含む文書の作成ソ フ ト であるLaTeXの使い方を習得する。 ◎ ◎ ◎

2 計算機概論Ⅱ

1. プログラ ミ ングを通し てコ ンピュ ータ ーの使い方を学ぶと と も に論理的思考能力を養う 。
2. 数学的現象をコ ンピュ ータ ーグラ フ ィ ッ ク スと し て表示する方法を学ぶ。

◎ ◎ ◎

3 解析学Ａ

ルベーグ積分の構成と 基本的性質を理解する。

◎ ◎ ◎

3 解析学Ｂ

解析学Ａ で学んだルベーグ積分の初歩を前提に、 ルベーグの収束定理の応用、 フ ビニの定理、 ラ ド
ン・ ニコ ディ ムの定理などを学ぶ。 また、 関数空間への応用と し て、 L^p空間を学ぶ。

◎ ◎ ◎

3 解析学Ｃ

関数解析の基礎的内容を理解する。

◎ ◎ ◎

3 解析学Ｄ

楕円型偏微分方程式の標準的な解析方法を理解する．

◎ ◎ ◎

3 解析学演習

測度論やルベーグ積分に関する理解を深め、 問題を解けるよう にする。

◎ ◎ ◎

3 代数学Ａ

環や体に関する基本的な考え方、 特に可換環の基本定理に習熟するこ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

3 代数学Ｂ

体の拡大と ガロア理論について習熟するこ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

3 代数学Ｃ

群や加群についての基本的な理論に習熟するこ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

3 代数学Ｄ

線形代数学では特に有限次元のベク ト ル空間にまつわる事柄を学習し たが， 代数学Dではより 一般に
可換環上の有限生成加群に関する事柄を学ぶ.

◎ ◎ ◎

3 代数学演習

演習問題を通し て、 群と 環に関する基礎事項を理解する。

◎ ◎ ◎



3 幾何学Ａ

多様体論の基本事項を理解する。

◎ ◎ ◎

3 幾何学Ｂ

多様体論の基本事項を理解する。 幾何学Ａ から つながる科目である。

◎ ◎ ◎

3 幾何学Ｃ

ホモロジー論の基本事項を理解する。 代表的な位相空間のホモロジー群が計算でき るよう になるこ
と を目標と する。

◎ ◎ ◎

3 幾何学Ｄ

位相空間の基本群および被覆空間を理解する。 代表的な位相空間の基本群が計算でき るよう になる
こ と を目標と する。

◎ ◎ ◎

3 幾何学演習

幾何学Ａ および幾何学Ｂ で学んだ内容を演習を通し て理解する。

◎ ◎ ◎

3 複素関数論

複素関数論の標準的および発展的内容を理解する。

◎ ◎ ◎

3 確率Ⅰ

授業キーワード に挙げた項目について， その直感的イ メ ージだけでなく 数学的な定義が書けるよう
になる．

◎ ◎ ◎

3 確率Ⅱ

確率空間の構成方法（ 測度の拡張定理） を理解する．
離散型でも 連続型でも 統一的に確率変数の（ 和の） 平均の計算が出来るよう にする .

◎ ◎ ◎

3 応用解析学Ⅰ

偏微分方程式の意味と 、 その解の性質を理解するこ と

◎ ◎ ◎

3 応用解析学Ⅱ

偏微分方程式を解く 際に、 Fourier級数をはじ めと する 直交関数系による展開は強力な武器と なる。
こ の講義ではFourier級数やLegendre関数による直交関数展開について、 その理論的基礎を理解すると
と も に、 偏微分方程式への応用でき るよう にする。  また、 後半ではSchwartzの超関数と Fourier変換
について学ぶ。

◎ ◎ ◎

3 数値計算

数値計算Ⅰ、 Ⅱを通し て、 計算機を用いた数値計算の基本的算法と 、 その数理的根拠を理解するこ
と を目的と する。 行列や関数に関する種々の問題を計算機を用いて数値的に解く ための代表的な計
算アルゴリ ズムを学び、 その数学的原理も 併せて理解するこ と を目標と する。 数値計算では、 演算
量、 計算誤差、 解の収束性と 安定性、 解法の高速性や並列性などの観点が重要であるこ と を認識で
き るレベルに到達し てほし い。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅰ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅱ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅲ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅳ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅴ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅵ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅶ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅷ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎



4 数学特別講義Ⅸ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義Ⅹ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅠ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅡ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅢ

外部研究者による数学の専門的な講義を、 集中講義形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも
と に講義内容を理解する。 数学特別講義Ⅰ～ⅩⅢのう ち、 毎年度５ 本を開講する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅣ

解析学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅤ

解析学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅥ

代数学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅦ

代数学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅧ

幾何学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

4 数学特別講義ⅩⅨ

幾何学の専門的な講義を、 セメ スタ ー形式で行う 。 こ れまで学んでき た基礎知識をも と に講義内容
を理解する。

◎ ◎ ◎

3 数学特別講義ⅩⅩ

数学科教員による研究紹介、 外部研究者による研究紹介、 進学応援講演会、 卒業研究説明会を各回
ごと に指定し て行う 。 卒業研究に着手するための準備と なる授業で、 オムニバス方式の講義を、 セ
メ スタ ー形式で行う 。 こ の講義を通し て、 卒業研究で研究する専門分野を決定する。 ◎ ◎ ◎

4 卒業研究

こ れまで学んでき た知識をも と に研究を行う 基本的な手法を身につける。
 

◎ ◎ ◎

4 卒業研究（ １ ）

こ れまで学んでき た知識をも と に研究を行う 基本的な手法を身につける。
 

◎ ◎ ◎

4 卒業研究（ ２ ）

こ れまで学んでき た知識をも と に研究を行う 基本的な手法を身につける。
 

◎ ◎ ◎
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